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東京工科大教授・看護学／
認知症ケア研究所代表理事

六角僚子

看護学生・看護師が使える医学専門書
　医学専門書の書評を依頼されたのは初めてで、果た
して私が理解できるのかと疑問を感じながら、あっと
いう間に読み終えた興味ある本でした。
　非常にわかりやすいQ＆A形式で書かれ、質問に
対して簡単な回答、解説・エビデンスという構成になっ
ています。簡単な回答には、5段階の「推奨グレード」
が付いており、多くはグレードB、C1と表示されて
いました。ちなみにBは「この回答は科学的根拠が
あり、行うように勧められる」、C1は「この回答は
科学的根拠がないが、行うよう勧められる」というグ
レードとなります。その後は詳しい解説・エビデンス
と続き、回答を裏打ちする研究結果がいくつか紹介さ
れています。質問内容が精神医学、病理学、薬理学、
看護学（介護）など幅広い分野にわたっていることに
感動しました。書名が治療ガイドラインということで、
治療内容や薬物に特化しているというイメージでした
が、認知症者の周囲を囲む専門職にとっても有益な内
容であることが理解できました。介護者の負担や家族
介護者に対する心理社会的介入など、家族介護者の問
題についても触れ、わかりやすい解説となっています。
専門職者のみならず、看護学生の臨床実習時に行うア
セスメントや卒論での文献学習でも十分に活用できる
ものと考えます。さらにコンパクト版ということで、

エッセンスが凝縮していること、持ち歩きやすいこと
は読者にとってはうれしいことです。
　特に興味が引かれたのは「終末期のケア」です。ケ
アの鍵となる4つのテーマとして、①認知症者の終
末期の予測が困難であること、②コミュニケーション
が成立しにくいこと、③医療処置に関すること、④緩
和ケアの適切さに関すること、が提示されています。
一方、家族介護者にとって患者の死は、「自身が解放
された」とした者が72％、また90％以上の介護者
が「患者本人の救済にもなった」と信じていることも
書かれていました。
　認知症者に関する終末期の医療ケアの研究は、先ほ
どの4つのテーマに配慮する必要があるのと、倫理
的熟慮も必須であるため、これまで研究自体はあまり
充実していないとのことです。このように、1つのQ
＆Aだけでもエビデンスを眺められ、今後のケアに
役立てられると思います。
　後半では原因別疾患に関する知識だけではなく、必
ずケアの解説が付いています。読み終えたとき、「看
護師・看護学生が活用できる医学専門書」と推奨した
いと思いました。専門職者に幅広く読まれることを期
待したいと思います。 
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